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南部労福協 ２０１５年度定期総会 開催される！ 
 

 

役 職 名 氏  名 選 出 団 体 名 備考 

会  長 相川  司 佐賀県労福協 新任 

事務局長 吉浦  明 佐賀県労福協 新任 

幹  事 深町 裕二 福岡県労福協 交代 

〃 桝田 憲二 長崎県労福協  

〃 末長  孝 熊本県労福協 交代 

〃 吐合 史郎 大分県労福協 交代 

〃 金丸 隆徳 宮崎県中央会  

〃 下町 和三 鹿児島県労福協 交代 

〃 島袋 鉄夫 沖縄県労福協  

〃 西村 芳樹 連合九ブロ  

〃 宗安 勝敏 九州労働金庫 交代 

〃 成岡 義光 沖縄県労働金庫  

〃 土屋 荘一 全労済西日本事業本部  

会計監査 岩田 和己 自治労佐賀県本部 新任 

〃 山田 正彦 九州労金佐賀県本部 新任 

 

  ２０１５年度 南部労福協幹事会役員 

南部労福協を代表して挨拶する森会長 

労働者福祉南部ブロック協議会（南部労福協）は、

2 月 12 日(木)、長崎市内のホテルにおいて 2015 年

度定期総会を開催しました。 

 定期総会には、役員・代議員等 65 名が出席し、吉

浦幹事(佐賀県労福協)の開会挨拶で始まり、議長団

には長崎県労福協の松村代議員(労働金庫)と友和代

議員(全労済)の両氏を選出し議事に入りました。 

 冒頭、幹事会を代表して挨拶に立った森会長は「労

福協は『弱っている人に力を与え』『悩んでいる人に

解決の糸口を与え』『苦しんでいる人に手を差し伸べ

る』このことが原点。今後も南部労福協に集う仲間

と共に頑張りましょう」と挨拶しました。 

 来賓あいさつでは、中央労福協・山本副会長、連 

合九州ブロック連絡会・髙島代表幹事、長崎県産業労働部雇用労政課・沸田課長の３名から祝辞と連帯の

ご挨拶がありました。その後議長団から、総会成立宣言があり提出議案の審議に入りました。 

 桝田事務局長から第１号議案；2014 年度活動報告、第２号議案；2014 年度決算報告・収支差額処分案、

第３号議案；2015 年度活動方針案、第４号議案；2015 年度収支予算案、第５号議案；規約改正案につい

て詳細に提起され、審議の結果、全て満場一致、原案通り可決・承認されました。 

役員改選では、髙島喜信役員選考委員長から選考経過について報告があり、2015～2016 年度の南部労

福協事務局を佐賀県労福協とする提案がありました。その後、2015 年度の幹事役員について提案され、相

川 司会長（佐賀県労福協）、吉浦 明事務局長（佐賀県労福協）をはじめとする新役員が承認されました。       

スローガン提起について、議長団から総会スローガンが読み上げ提案され、全体の拍手で採択されました。 

 
記念講演「自死の現状と防ぐには」 

 全ての議事が終了し、金丸幹事（宮崎県中央会）か

ら閉会の挨拶がなされ、15 時 45 分定期総会は成功裡

に終了しました。 

 

 

ありました。 

講演では、残され

た遺族の苦悩等、自

殺は「国民的リス

ク」として真剣に考

えることが重要で、

対策として、「生き

る支援」「いのちへ

の支援」が必要であ

ると講演がありま

した。 

記念講演 “自死の現状と防ぐには” 

定期総会終了後、ＮＰＯ法人ライフリンク代表の清

水 康之氏を招き「自死の現状と防ぐには」の講演が 
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 地地域域だだよよりり ～京築・田川地域労福協 ～ 

              『豊前海一粒かき』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

連合福岡2015春季生活闘争セミナー開催！！ 

『豊前海一粒かき』は、福岡県の西側に位置する豊前海で養

殖され、殻付きのまま販売されることから「一粒かき」の名称

がつけられた福岡県のブランド牡蠣です。 

「海のミルク」と称されるように、豊前海の豊かな栄養をた

っぷり吸収しながら育つ為、ビタミン、鉄分、カルシウム、ミ

ネラル等を含んで、大粒で身に張りがあります。 

11 月中旬から 3 月上旬にかけて出荷時期で、曽根地区～苅

田地区～行橋蓑島地区～豊前宇島地区まで、その場で食される

事が出来る「かき小屋」や「直売所」が点在しており、家族で

もその味を楽しめます。また、宅配サービスも行っていますの

で、贈答用としてもお勧めです。ぜひ一度と言わず二度，三度、

「豊前一粒かき」を味わってみてはいかがでしょうか。 
 

 

 
 

 

かき小屋 

減菌海水で洗浄中 発売前のかき 

 

 連合福岡は、1 月 28 日(水)、2015 春季生活闘争方針を決定する第 23 回地方委員会終了後、「2015

春季生活闘争セミナー」を開催しました。 

 今回のセミナーには、日曜日、朝の報道番組「ＳＴＡＴＩＯＮ ＳＵＮＤＡＹ」レギュラーコメン

テーターである星 浩氏（朝日新聞特別編集委員）をお招きし、今日の政治・経済状況、アベノミク

スの光と影、集団的自衛権と積極的平和主義などの問題を幅広い角度から見据え、その上で、連合・

労働組合が果たすべき課題を、どこに目を向けるべきかを問題提起していただきました。 

 星氏が強調したことは、一つに今日、世界の各地で起こっている、特定の人たちを排除しょうとす 

テーマ；「ダイバーシティー」と「格差」に視点を 

る紛争と、これからの日本のあり方を考える上での指針とし

て「ダイバー・シティー」、つまり、多様性の文化・広がりを

どう作り上げるか。二つに、パートや派遣・契約という有期

雇用契約（非正規社員）で働く人と、無期雇用契約（正規社

員）との「格差」の広がりへの警鐘。そして、こんな状況だ

からこそ「連帯」の気運を創ることの大切さを訴えています。 

 この二つのテーマは連合もかねてより重要と認識し、取り

組みを進めているテーマであり、連合が求めている方向は間

違っていないと確信し、引き続き課題解決のため、運動を進

めていくとしています。 熱く語る星浩氏 
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連合・全国一斉労働相談キャンペーン 

パート・派遣・契約社員の労働相談 駆け込みダイヤル実施  2/12~13 

 

 

 連合は、2 月 12 日(木)～14(土)に、全国一斉労働相談キャンペーンを実施しました。今回は「パート・

派遣・契約社員の労働相談駆け込みダイヤル」をテーマにテレビ・ラジオ・チラシなどを通して周知

してきました。連合福岡は、12 日(木)、13 日(金)の２日間の取り組みでしたが、合計 16 名の方から

22 件の相談が寄せられました。日常の労働相談でも、派遣・契約社員からの相談が数多くあり、泣き

寝入りをしている状況も明らかになっています。 

今回の相談の中で特徴的なものとして「レジで 1,500 円の不足。アルバイトが負担させられた。店

長はシフト作成だけで業務はしない」「時間外給与は法律で決められた額がもらえない」など、賃金に 

関わる内容が多く、全体の 45％を占めています。また、「就

業規則が守られていない」「雇止め」や「解雇」などの相

談もあり、立場の弱い労働者が不利益な扱いを被っている

ことがわかりました。連合は「今後も、労働相談ダイヤル

に寄せられる多くの声に真摯に対応し、解決できる道筋を

アドバイスしていく」としています。 

≪相談内訳≫ 

労働組合関係 0 0% 退職関係 1 5% 

労働契約関係 2 9% 保険・税関係 2 9% 

賃金関係 10 45% 安全衛生関係 1 5% 

労働時間関係 1 5% 差別関係 0 0% 

雇用関係 4 18% その他 1 5% 

 

 

 全労済は、営利を目的としない保障の生協として共済
事業を営み、組合員の皆さまの安心とゆとりある暮らし
をめざしています。出資金をお支払いいただいて組合員
になれば、各種共済をご利用いただけます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

締め切り迫る
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２０１３年度「福祉募金」の取り組み 

地域名 寄  贈  先   寄 贈 物 品 等 寄贈日 

遠 賀 川 ＮＰＯ法人「こうの巣園作業所」 
 

ｴｱｺﾝ一式、テレビ一式、ガステーブル一式 
2014.06.18 

福 岡 社会福祉法人 ビガーハウス 電動シーラー２台及び関係部品 

2014.10.18 
 

2014 福祉学習会 

で贈呈式 

障がい福祉サービス事業所 
ワークショップたんぽぽ 

イベント用テント２張り 

 

就労支援センター リアライズ パーティション、段差スロープ、 

パソコンチェア、 

ＮＰＯ法人 ＦＬＡＰ  ベーカリーオーブン１台、 

特定非営利活動法人 今山を守る会 
障がい福祉サービス事業所 工房きずな 

ノートパソコン２台 

特定非営利活動法人 いるか福祉会 
いるかワーク 

パソコン２台、プロジェクター１台 

 

ＮＰＯ法人クックルーステップ 
放課後ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽクックルームみなと 

iＰａｄ２台、セラピーマット２枚、 

ＤＶＤプレーヤー１台 

要約筆記の会いとしま プロジェクター１台、複合プリンター１台、 

スピカ― 等 

サークルオーキッド ノートパソコン１台、プロジェクタ^-１台、 

社会福祉法人 豊資会 
どんぐりの森 ケアハウスどんぐり 

昇降式平行棒、バランスパッド、 

サイクルチェア、 

京 築 ・ 田 川 キッズケアひこほたる 地デジＬＥＤ液晶テレビ、ＤＶＤプレアー、 

モノブロック,カラーフープ、バスケットゴ

ール、スプリングボールＢＩＧ、 

2014.11.18 

吉富鳳寿園 リクライニング、車イス 2台、歩行器 1台 2014.11.21 

くすの木作業所 職業用ミシン 1台、刺繍用ミシン 1台、 2014.11.25 

南 筑 後 ひろかわ寄り合いネット コミュニケーション麻雀 3セット、 

ワイヤレスマイクシステム１台、 
2014.11.26 

八女地区心身障害児保育事業運営委員
会 

クッションチェア４セット 
2014.11.26 

筑 紫 ・ 朝 倉 
 

朝倉地区 筑前町「手話の会」 パソコン、プリンター、その他、 2014.11.07 

朝倉地区 筑前町社会福祉協議会 車椅子ノーパンクタイヤ交換(8 台) 2014.11.25 

筑紫地区 那珂川町社会福祉協議会 車椅子ノーパンクタイヤ交換(10台) 2014.12.18 

筑紫地区 大宰府インクルーシブ教育を
考える会 

プリンター、トナー、 
2015.01.07 

北 筑 後 
 
 

うきは市手話の会 
 

ビジネスプロジェクター、ビデオカメラ、 
2014.10.21 

特定非営利活動法人 くるめ出逢いの会 
オープンスペース 「ゆるか」 

クーラー２台（うち１台は中古）、 

パソコン関係消耗品、 
2014.11.04 

久留米特別支援学校 
地域交流推進委員会 

ノートパソコン１台、パソコン関係の消耗品 
2014.11.07 

ナレーションサークル風 
 

ＩＣレコーダー14 台、マイクロフォン 5台、 
2014.12.04 

北 九 州 北九州市社会福祉協議会 シルバーひまわり移送ｻｰﾋﾞｽ車輌 1台 
 

2014.04.26 

 

＝＝＝編集委員会よりお詫び＝＝＝ 

 2015 年 1 月 1日発行の「ろうふく協ＮＥＷＳｖｏｌ．１３４号」において、北九州総合労働会館末廣理事長の新年のごあい

さつが、一部、昨年の御挨拶文になっていました。深くお詫びを申し上げますと共に、今後、このような事がないように心が

けて参りますので、引き続きの御指導、ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。 

［目的］心身ともにハンディキャップを背負いながらも、自立と社会参加をめざす人達の福祉向上

と、支援の輪を広げていくことを目的として活動をしています。 

2013 年度の取組みでは 

8,398,186 円 の浄財が 

集まり、県内 25 施設へ 

必需品を寄贈しました。 

 

福祉募金へのご協力に対し心から感謝申し上げます。 

2013 年度の取り組みがまとまりましたので、ご報告申し上げます。 

2014 年度(2014 年 12 月 1 日～2015 年 3 月 31 日)も現在取り組み中で

す。引き続きのご理解とご協力をお願い申し上げます。 


